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目的　 暖 房時 の理想的 な室 温m 直分布 は、「 頭寒 足熱」 の状態であ る。し かし 一般 住宅

に最も 普及し ている スト ーブ類で は、床 付近 が低 温で上部 が高温のケ ースか非常に多い。

このよ うな欠 点を補い、 手軽で 安全 な電 気カ ーペ､ツト の普 及か近年 増加し つつあ る。 そこ

で、電m. カ ーペッlヽ使用時に おけ る人 体皮膚温と 温冷感・ 快適感の主 観申 告から快適 な温

熟環境を 検討したいと 考え、 本Sf  究に 着手した。

方法　 人工気 候室において 室温と 電気カ-  ペット の温度の組 み合 わせにより、14 種の温

熱環境を設 定し、27 名の 健康な女子 大生を被 験者として 実験を 行った。被 験者を 前室に15

分間滞 在させた後、 人工気 候室に30 分間暴露し、 皮膚 温の測定と 温冷感・ 快適感 の主観申

告を 得た。 ま た、 予俑調 査をもとに 、ひざ かけ を使 用し、 床 座横座りの姿勢と椅 子座の両

方を 行った。

結果　<1> 室温20 °C ・ zz°cの時に 電気カ ーペット 使用の効 果が最もよく 現れた。

(2) 上半身 の皮膚温と下 半身 のそれと の差 か小さい時 に快適 と申告する人 が多 かった。

(3,〉各部皮膚 温について は個 体差があり、 特に足 部皮膚 温の低い、い わゆる「 冷え症」 の

人とそ うで ない人 の２ つの グル ―プに 分け ら れた。　　<4 〉電気カ ーペ ■ヽy   ト を使用す るこ

とにより、 足部皮膚温 の上昇 が見ら れたが、 冷え 症の人 の上昇はそ うで ない人 のそ れより

も小 さかった。　　（5) 冷え 症の人 は、つま先 皮膚温 の僅か･な上昇で さえ、温 冷感評 価が

高〈 なった。　　(6 〉姿勢に ついて は、床座 横座り の方が冷え 症の人たちにとって 適切な

方法と考えら れた。
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関西における夏期の住宅温熱環境について

一住宅温熱環境の評価に関する研究（ 第3  報）一

奈良女大家政　○小島恵子　磯田憲生　梁瀬度子　　 ノートルダム女大　 花岡利昌

前報に引き続き，夏期における住宅温熱環境の実態を把握すると共に温熱環境の評

価 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。 本 報 で は 関 西 に お け る 夏 期 の 測& 結 果 を 報 告 す る 。

方 ’y ＆　　 関 西 地 区 に お け る 戸 建 ・ 集 合 住 宅 を 対 象 に 寝 室 ・ 居 間 ・D  K 等 の 室 温,  s 球 温 度 ，

黒 球 温 度 ， 外 気 温 を サ ー ミ ス タ 環 境 体 温 計(4ch  温 度 記 憶 式 ） を 用 い て １ 週 間 測 定 し た 。 同 時 に

主 婦 を 対 象 に 生 活 行 動 ， 着 衣 ， 温 冷 感 等 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う と 共 に 腹 部 ， 足 部 ， 手 部 の 皮 膚

温 を ２ 日 間 測 定 し た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
゛

命吉卜 果=　　 翻 査 は 昭 和57 年 か ら59 年 に 実 施 し た 。 ① 外 気 温 は 晴 天 日 に は 午 前6 時 頃 最 低 気 温 （

約25-c  ） と な り ， 午 後｡2 時 頃 最 高 気･温 （35-c) と な る 。 ② 日 中 は 室 温 は30-c を 越 え る 場 合 も 多 く，

在 室 時 のD  K お よ び 居 間 で は25 ℃ ～31 ℃ の 範 囲 に あ り,主 寝 室 で は 戸 建24 ～28 ℃. 集 合29 ～s ＼吃

集 合 住 宅 の 方 が 高 い 。 ③ 室 温 か29  ℃ 以 上 に な る と ク-  ラ ー の 使 用 が み ら れ,  冷 房 時 室 温 は25 ～

27-c で あ る 。 ④ 黒 球 温 度 は 南 面 室 で は 室 温 よ り や や 高 い 傾 向 が み ら れ る が,他 室 で は ほ ぽ 等 し い 。

Rn 部 皮 膚 温 は34-c ～SS ℃ と ほ ぽ 安 定 し て い る が ， 手 部 ・ 足 部 で は29 ℃ ～3T ℃ と 分 布 範 囲 が 広 く

な る 。，睡 眠 時 に は34 ℃ ～36.5-c の 範 囲 に あ る 。 ⑤ 温 熱 的 中 性 申 告 時 の 黒 球 温 度 は22 ℃ ～32 ℃( 着

衣 量0.6clo ～0.2clo) と な り ，ASHRAE のSET 評 価 に よ る 快 適 帯 に 比 べ や や 廣 温 側 に な っ て い る 。

⑦ 住 宅 熟 環 境 評 価 基 準 値(58 年 度 ： 寝 室･   D  K　26 ±2  -c , 居 間　27 ±2  ℃ ） で 評 価 す る と 全 体

的 に や や 高 く な っ て い る 。
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